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　 この 資料は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益の一部で ある

機械工業振興 資金の補助 を受け て、 昭和56年 度 に実施 した

「わが 国の情報処理に関す る動 向調査 」の一環 として とりま

とめた もの であ ります。
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/.通 信回線利 用制度 〃尾直レ

(/ノ 噸 ろ背景 　 　 　 　 　 　・、'　　 ・

　　近 年〃庸継 痩装備 ∠通信繍 φ著 レい進歩 によ

　 吻ゴンピ≠ 一ダ に重尾 回線 老接続 レ・(利用 プ∂イン

　 御/熊 踊(デ ープ硯彪)ポ ゑ 膨 普及 レクク

　 あ り、・麟 ξ化主挺進すゑ ヒそ 重要・劔 蒙劇 を※夜 レ<

　 )＼ 万.

　　また 、衛 星速修がX孟 信 なジの1新レい孟縁 メディ

ア 緬 像猛磁 潮 菊 レい・綴 ・仁 ビズ 禰 動 嘘

　 められ・(φ・攻 グ後 悔 霰姫垣 ∠盤 バ彩老台 レ左折

　 レい祈庭ん隊穎 才_ビ ズ⑳本多Zバ輪 亙 れ・()吻 。

　　 レ4aXレ按 バ ら、逐行 θ猛 彪画線痢 用聯り彦〔1太 癖

場 レい編 章輪 蜂 滅 幽 玩K奴 瀦 多

　4て 髪膚 侯そぐわ嫁 い抑々 老生 じくお・v/、老Kが 匂

冶女オンク/ン 膚叛絶愛7ス アム の構 築 を逐灘 巳 レ

・(・珍 品 挑 〉伽 清 客 η之 ‥ ・:、

乙ζノ 抵 　 　択
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　 冬夏行 〃遜 回線 利 用制 度1乞 η))乙 指 摘 ・zれz)・ 万

樹 題 素、ば、 次 θ ラ玄IZメ(別 〉　ec・h。

　 　 ⑦ 遊 匂線 勿剤M上 ヵ制 約

　 　 ◎ 劃 畜 力〉ク 遠近 楼 差 の フく孝 ひ遍 落 回線 岩 窟漆

　　　 系

　 　 ◎ デ ータ逓 倍%備 ・r/ビ 《∠民 間 業者 乞〃嫁

⑦ 通信 回線 の利 肩上㌧う制%r

　　砲 手〃壷 回線 利M上 〃制紬 之ば、次 ⑳様 古 老

　 ノ)4バあ ㌘。

　 　 　 o共 同使 用《割長 　　　　　　　　　　・

　 　 　 o,Akス 便 用制 酸

　 　 　 o相 互綾 磁 制酸'

　 　 　 oメ ッ,ビ〆 ジ菱挟 禁 則 　 な ジ

　 　 Zれ 吻4制 約 が 、 オ ン7//庸 叛 処 抵 ン 《ア ム

　 ク 匂 由 右 横構築 ・ig妨1ゲ・てか り、 グ後 ろわ が 顧 ψ 円瘡

　 滋,薦 核化 左随 喜 ず 珍 要 釘 ピ な 功 ∠批 判 在 れ,〈 い ろ.

一 之 一



② 一割 商才〉ク遠 躍 差 〃グ(;)・嚇 回線 料 痘1体系

　　通信目線嚇 熔 霞%糾 娑羅 本〉レく鋤 後庭

　離 ∠ 匠1線係 留 臆 面 レzよ ソ埋 め られ ・()渇 が 、輪

水 葬バ 欧 菊4山 べ く捌 萄 で 剃 、 ま%遠 近 絡 差 が

　 芝わyt・(Kazヅ こ∠ 宕 ら、 遠 踊 躍 間4遜 疹 面線 く三

　緒 ヵ ぐ 清 ← 老 行 ラ オ77イ/,情 叛 廼 痩 の メ リ

　 、/ト主 著 レ く補 殺 ず%∠ レ《批 判 バ 萄 まnて ψ 冶.

　 　ちkK　 va　-5<牟 ク 百 μ 輪 亙 れ 左 デ㌧ ダ覆 イ老'

誓 閻回線 網raよ る－z)DメGク タ石θ 磁 石呼)

　 .ぞケ ン ト 交換 サ 〆 ビ ス に 拾 いく ば遠 近 燈 差 夕V,〃ge

　修 ∠ 庭 φ ら、れ そ φ》 、故 老 η亥7向 菰%カ れh。

'

⑤ 　デ!タ 麺 冶 凝 縮 イ/ビ ズ ビ丙 惇蝶 有 ∠ の競 ∧

　 　 rデ/ダ 硯 尾 頭備 ・げ/ビ ズ 威 、 逐 老 公 彩とバ 直走 す

　 るイ/7イ/ノ 惰簸 斑 斑 サ!ビ ズ ・であe　diS'、比 肩 牙

　 ンク ィ7・揮 撤 処 理 素 老 右 肩 檬 のサ/ビ ス を 行 クそ

　 レ〈 多 。

　 　逐 電 公社 ば 、教 備 ザ/ビ 畑 運 ゼ剰dw《 技

術 》ζ蓼,佐 云 炎,区 会 毎 度 ⑳ラ原 資睦 打 ち 鉄 レ、
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民 間 ∠ の競 金 壷 回避 レ・乙.② 〉 レ・《 ぴ 力 。

　 レか レ、 ※僚 μばIK祈fffef∠ 動 物 吻 、Se

・グ 惹 く ば夜 く 、え ⑳襟 優 麗 公 社 ば 、通 信 回線 勿利

用制 度 土 民 間業 煮 に 威詐 ・芝れ な い形 の サ!ビ ス も

行.《 あプ 、 え(云乎 で あ 力 ∠ 〃指摘 杉右 芝 れ ・(しく

る 。

　 励 に クレ友垣行猛尾西線制度に関 す嶺 褐

題 μ4込 ・(、 疹 疋 の 関 心 声噛 ま ・・(扮 吻、 種 ・(　・P

償 関 で 検 討 ヵv進 功 ら れ ・(Pt珍 。

　 (力 対 応 のガ 何

　 　 ⑦ 縦 回線 利 用 上 〃制 約 停〃 、〈・(　　 ・

　 　 　 　 イ ク プ/ン 、情鞄 抵,d－ 本 朱 、/惰娘 地 髪 ∠通 信

6　 嚇 ∧ 口 頭 砲/巳 一掴 輪 一形莚鋪

　 　 　 ワ、zれra、 ズ家 電 ゑ縦 の癖 ク維 緒 〃褒 者 刀

　 　 　 み カ・ら 露宿 庭該 ∠訂 じょ ク煮種 々。抵初 雀課 す ろ

　 　 　 乙 ∠ μ ク い ピ/却艦 ガ あ 勿ピ畜 わ ぞ 勿老 得 微 、〈。

　 　 　 レ左が 。そ オ/ク イ/情 報 巡 抵 μ頂 リ ニク レ右 妬

　 　 　制 は 、社 女綾 斎 〃亥,(K、投 網 θ蓮 、展 μ即 応 るメL珍

ξ
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L

よラμ見直 レ、尾 輪 勧 白 く拓 力規制 ぱ撤 廃

す ぺ・吃で 在 役∴.

　 婬 名・、 上記,納屋 のゼ 直 レ 倒 ズ 客衆 磁 気縦 ジ表

kt　 in　UtsEkN"ぷ 妥tka.し カ・レ・宏 ゑ ・夜 釣4

あ左 イ・(ぱ 、魂 行 法 体 和r4/ピ ¢/タ 〆 に接 続

す 万 遍 修 回線 ♂荊 賭 核 症 例 孝 紺 認 り ㌘ ∠)・ ク

ホ・ジ ア ィ ブ リ フ(ト方 式 て吻 後η を孜 功 、 畜 異異最 小

碇 ⑳規制 影 画 五 明 挺 し 一2X)× タトの%含1イ ぱ 自 由

右夜 居左 証 功 多 ズ ガ テ/グ リ久 トガ 炎 μ汝 ㎡ 〃 逐

妥 イド吻 ろ ク。

◎ 猛 修 回線 矧含 捧 系 μ η.・<　 ,　 　 ,

　 　 本 末 、 ノ〈循『の音 声,唐綾4伝 送 で あ 〃露該 ∠ 、 デ

　 !ダ の伝 送 夜 目僧 ど す 珍 オ7・ク//膚 鋲 処 媛 ∠ぱ

　 ※ 汝4%功 握 を 老 η そitiり 、　 zれ を 電話 紛 痘z4

　 関 連 く・定 跡ろ ニ ピ 佼 、 冤 炎 ♂要 請 ∠∧ 致 レな い=

　 z∠ な ゐ 。

　 　 レ袖 ㌦ そ イγプ イン膚 薮 畑 抵 輪 回線 刻 厨耕

　 劇4、 逐語 批 老.∠1ま切 物雛 レde洌 体 系 μ ずべtz・(一
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飽 ∵近矛"垂 尾ゲ露 巳か 借 着 レい茨術繍 〃

成 果を踏 まえ〈、極 力遠近格 差老縮,ト レ左媒 的

借 名 ♂ ・∠ 才 ハぐ芝/(%ろ 。

　 ど ∠ κ 」)■〉× ハ・ケ プ ト 薮援iZ.っ い そ ば 、　 JZ、a2g(

術 斑 緒 椎 必・ら レ そ 老遠 近 揚 定 在 徹 底 レ左 全 囲_俸

新 麦制 度 が'望 ま レ ∪・。

⑤ 　百 々入 社 ♂rヂ ー ダ速 修 設 備 一す/ビ 《va　n　es・(

　 　 イ㌧ ダ縦 設 備 サ!ビ ス に つ ゾ・(ぱ 、公 衆 電気

　 蓮 倍 々 務 磁 瓶 左 館 巳提 ※ プ ろ 麗 麗 公 社 〆 エ ラ レ 左

　サ/ビ づζ磁 行 ク 乏 ∠ ル 夏芽t4・n　LA・(、 …種 々教 諭 〃

　 あ 珍 ど 二 ろ で あ 珍 が 、 そ の〔問 題 ⑳多 く!ま 、瀦 厨

線 θ利 用輪 」に起 因 す 疹yt　eろ ψ》(5ひ 。

　 　 レ老 拭 ク イ 、 茶 筒 頭 句)・((・2X.1孟 尾 西線 剰 百

　規 制 石撤 廃 ず力 こ どλ、望 続 で6v7　 ・eMμ よ η て

　民 間側 班 ズ利 ∠煮 物 次"よ ラ な媛 顔 ※ 件 ⑳整備 ・を

　 は λ吻.ピ 度 万r'あ珍 。

　 　 ま夜 、〔編 サ/ピ ＼ズ 〃実 施 に均 左 ク/(は 、公 共

　 的 、会 同 倫♂,、按 術 蒐嬬 幼 ピ い ク デ㌧ タ翻 後髪備 サ

ー ム ー



!.ピ ズ ・伝重 煮 缶 κ行 う2∠ ψべ願 ・(一あ 多。

　 い ず れ μ し・Zl　8,ゲ ー ダ遍 尾 装 備 ・ゲ/ビ スIZつ

鴎 ぱ 、民 間 ∠θ 姥 ε 左 回避 止 修 痴 〃 的綾 痴 髪

劇 佑担 左斑 文 す 万 こ∠バ重 要 で 笏 ろ.
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2、 づ フ/ヒoエ1ダ'.セ 柔 柔 リテ ィ

β
/

(つ 問題 功 縁'　 　 　 　 　 　 　 ・

　 　 近 年 の わ バ 厨 μ あ・げ 多 づ/ピ 少_ダ ρ著 反 ∠斎 庭

　 刻 彫『ぱ 冒・をみ,ま 万 考m孤 あ9、 グXf、 づ ンピ ¢1ダ

　 シ・ズ ア ム 遊 車、心 ピす る唐 輪 建 ンス ア ム ば 、 逐 ヲ有 ・

　 社4η 韓 幽r経 ビ レて 給 脊;f動>ylZA・ ・.(動4　 〈功・プ

　 ニ ピ 〃で 多%(レ ・乏 ♂ 〉右 ク・(い ろ,

　 　 レか レ右 バ ウ反面 、 三つ レ准 膚 後 処 理 ク ス テ ム バ

　 何 励 ④ 要 因 μ よ"・(そ 〃教 能 左停 止 ・レ剖 三 災乱

　 .trV・a・vazゾ%鋼 継 走姦 夫 し、4躯 乏 ♂姦 斎 ・

　 社 亥 μ払 え ろ 影 響iは か り知 れ な い ひ ろ バ'り ∠家 立 左

　 φ 〃よ ラva　■〈nて5で いh。 　プ 次 わ ち 、 グr綾 、 ク/

　 ピ ≠/タiン ズ プ ム、ぱ 、 ・電力 、4ブ'久 、λ〈遁 。、麦逓 、運

輸 、医 療 、・防 災 夜Z拡 底 嫁"旛 履 レ%宕 野 μ ま

　 イ ま4髪 透 レ・《es<{ピ ψr矛娼 ～エK、 透 れ克 げ μ 、

　 φ レ 、 万/、 そ ∠π嫁 能 孤停 止%h、 ノ・煤麗 砲 バ 崖 じ47z

　 縁 合 にば 、'そ ♂影 響 ば 単 右 力編 侑 右 問 題 磁 二 え 、

　 社 会 的 κ重 × な事 態 左 琢 芝超 こ・ダ 名・変 れ バ あ 多。 従

一
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ら

ワ ・《唐 綴 毎 媛 多イズ ア ム ・ ・∠ り わ1ナ4ン ピ ュ/9　 7/ス

デ ム 〃,そ 矢tLリ ア イ護 床 ♂在 功 に 手 助 イ分 布 対 策 老

請 じ'ていくフ∠確 鋤 簾 イ6舷 ⑳形 却 勧 μ

ば プ(百 欠 ∠夜 ・て 〆 勿 。

方 ピー ダシ行 ム鵬 れ 帰 磁 束左側

す れ ば 、

⑦ づンピダ タ7ズ テム左 燥 ・叱援なれ ※老

'轡 縁 錫 〃 巳 てダ巧 み 暗 合搬

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 もじ

◎ ・47ピ ュ ー ダ 〆 《 デ ム"・　4tiン 叉 エ ク!6th止

　 4ろ 繰

◎ づ ンピ ュ 一 夕疋 罪左%上 告 主傑

の3・ ㊨ ・残 地 。 二 胸 ・4個 年 麺絃 晦 問 題

で ば4安 く、相 互[,乙案綾 な 関 連 ・佐 る ク』〆(泊 り、 こ れ ウ

左 縫 合 ・幻7ピ ¢ 一ダ ーZ)・ ¢ リイ イ 嚇 榊"・

グ 巨啄 髪 ♂ 蒙 塵 亡 友 〃 ・(ゾ ク. .、

② 姥 　 　ば 　 　 一、

　 ⑦ づ7ピ.4.　tタ クえアム♂安 后対策 にη)・そば

　　 /タ 〃 輪 通 解 諜 励 ▽ ∠壕 百ψ吻 垣f

－ゾ ー



藪 子計微,ケ 《 テム安 戯 練 碁拳.左 東 庄 レ、麦

公 是 衆 力ガ'イ ド ク/ン ピ レく ズ示 レ・(レ渇.

　 　 c〃 基 準 ぱ!設 備 基 準 ∠運 用碁 孝 づzクlzダ ケ

　 ■k.前 新 註 〔ど レて づ/ピ エ ー ダ シズ テ ム左該

置 レそ 屹 建 築物4構 造 、、設 疏 佐 ビ左 整備 す万 二

　 w　vzよ 吻安 跳 躍%プ 力基 準 で 易il－ 後 信 ぱ/、 の

　 プ ンピ チ1タ 室 右 ノ'〈〃ジ＼遠 望μ対 す 万撚 ヨ、頽

　微 体制 θ綾 五 欲2に よ4表 在=す ゐ基 準 ・(吻

ゑ 醐 殉 難 ば ル ピー ダ ン叉 テん を ピ.

　 りま く物鋤 縁 続 に着 目 レ左,娃=嫌 基 準 で あ る

　が'、 づンピ ェzダ ・.之2y¢ リテ ィ・、綾保n在 功toレ

　タベ回縁 袖 〃 φ4で 劣4、 老 〃髪ζ義 威萄 κ評 価 在 れ

　 よ'ク 。

◎ づ/ピ ェ ーYmク ズ ア ム グ カ7パfク_K'e(　 rz

み くば、傷』 口 姥 徽 穆i拳 那ガイドクィ

　 /ぱ 毅 定 在Kて ひ姦 しく。 づ フ ピ エ!ダ ン ズ テム 百

　 勝,4、 藁 雇 に よ ク ・(6/a乞1(　 laよ ク・(毛 イ1差 例 刻 で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ～

　 南 方 。そ グ グ ヴ/N∠ ク1初 上対 焦 巧左 め レz統 一

　 レ左 基 準 煮 ピを 策 ル す ろ 二 ど μばメば 煮 函 数 力%・

一 ノ0一
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　 す ろ こ ∠ぱ 老 巧な ひ 。

◎4/ヒ ニ_タ を利 用 レ左 犯 罪 ぱ 、 れ 岨 κ あ・.・

てば 従 来%ま 獄 ヨ 端 縫 匂 ま女 ら励 ＼η左 。 レ

　 　 　 　 　 　 　 ベ

　 か 必 グ 綾 づ7・ ピ ュ/ダ 利 府菰/撤 イヒ レご ま 麦 、

　・情報 媛 グ ス ア ム ♂ κ ヅ ト ワ〆 グィ乙ψ随 震 レ之数

多 く ・P×輪%励44ン ピ_ダk・ ・7グ.e《 ・∈芝

　 hよ ク μ%〔 多 ∠、zク レ醐 《、輪 プ曽抑 ず 馳 ∠ が

　膠 迄 芝 れ 万。

(3ノ 痴 ※ ろ労 何

　 ② 「竃4新 編 〃グズ ァム貴 酬 釆 碁 拳 」t・z－クひイ ば 、

　 　 通 商老 実 脅 ぱ、 二 り基 孝 老司,左 プ膚 額 処 覆 才/ビ

　 　 ズ五 輪 登 録 して公表 す 万 乙X・vaよV－ そ ⑳封タW

　 　 彦 芹『椎 右 苛 め よ ラ ピイ η右 ビ 乏1　管 夜 に劣 りて)～

　 　 力.グ 後le・8ニ ラ し左 努 ガ を維 持 ず5Ytb・ve、

　 　 ※ 麦 タ練 碁 孝 自体 に刀 いイ 老 手 庭 の指 多,z応 じ・(

　 　 牧 丘 す ヵ 姦 ピ、ノヒ♂老夫 κ聚 功 力 逐要 が あ ろラ 。

　 ◎ 　づ ン ピ ¢ 一ダm…/ズ ゲム グ 吻7ぽ こ〔ラ!対 策 停

　 　 つ ひ/(1ム、副 え ば蔚 垣 ヵ編 ご ∠ μ 、滋 産 業界

一!/一



　 yづ7ピ エ 一夕 メ ー カ 〆 石突 顧 レ・(組 衣 ♂ ンス プ

ム ダ ヴ/⑳ 瑳 繊 注 老詳 細 に調 査 祈 握 レ、万 対

　 ec　ve〃 い ・(吻 乃 〉⇔ ・kプゲイ ド ク/ン 右2老 教 げIP

　 ご 》 煤 イ 能 ∠修 煽K、 政 宿 老三 ラレ・¢Z2fkfva民

　 商 を 諸 事 ・す 冶已 妥 が 彩 ろ う。

　 　 Y∠ μ 、4ぐ益 事 業 ㌣ 婬 こ 関 ・夜 ジ 〃 云 ×佐 〃苛

　 い産 業 μ η い て ば 、 ンス テム ダ カン な ピ吻 右 左 ら

　 す 社 参 鰺影 響 ♂衣 餐4に λ＼ん φVZ、 素 琢 、全佑4協

調 〃乏 ∠ 犀 ニ ク レ,た縛 究 策左 阜 鴛 に検 討 ず珍、頭

　が 彩 ろ う.

◎ 　 づ ン ピ 熔!ダ 犯 罪 ヵ ラ 吻 、 づ ン ピ 多/タ ケズ ア

　 ム 自体 ・翅 〔ζ行 の攻 撃 目標 渉 レて 、 二u〈4捌 髪 鰺 μ

磁 壊 レ,刎 、 あ 御 ば 乏 ⑳保 有 デ㌧ タ4破 壊 彦 κ

左 グプ 宏%冶 ・ば 、前 述 レ%4ン ピ ュ/タ ク・ズ アム

安 全 対 策 基 準 に 乏 ∠ レ左 端 ・策 ・を講 じ 力 潅 らば相

老震 度 防 」ピ しク ゐ 。

　 　 レか レ右 パ 玖 プ ン ピ ⇒/タ μ 粛 レそ阜 門 砲知

識 ・纏 レ《 ぽ 火傷 バ4/ピZ.一 戸 タ7/ズ7ム`1)

後 続 老 運 用 レ・(行 ク犯 罪 は 芝 わ ∪ 之防 止 レ μ<い

一/z一



●

yeEa・〈、 ま左Z勿 犯 罪 功立証 老蒼 笏 ・(-k・・Z。・

力 八 ・(い免 こク レ左犯 罪 μ対 レそ,ズ 揚 姦 凶∠

三 〃、 肩劾 右姑 茱 翻 敵 レて 唖 泊 知 い 維 いパ 、

　 まず 、犯 罪 防 止 〃在 功 の夜 網開 浴.望 くμ ゾ グ ト

ウ≠ア 面 で"装 備 磁 針 重 要 で 勧.レ 〃 ㌧ ぞ、

縦 ピ レて 老 デ ータ保 護 、顔 昧 者 伝 助 右 脚

ゾプ トヴ ェイ 爾 搭 μ首 レそ ば磁 極 的 匹助 滅 才 力逐

麦 才物 ろ ラ。

　 　まth、 づ/ピ あ 一 ダ犯 妬4汁 レて 蜘 ψ 端

バ魂 五 絃 ず レ垣 一ズ 石Z妬 ∠ 二徊 ・ら,2tirctk

靭 左 房 髪 頭 徴 し、新 レひ事 態 μ備 焔 逐動 ℃

　 %ろ 。

④ －i2　b・va、4ン ピ シ ダ7久 テ ム4・⇔ ζプ ノア イ

磁 派 磁 力煮 薇 ∠レ<〆 久 プム 監 鋤 物'グ 泌

　 多。

　 　 ク 〆 プ ム監 査 ば 、47ピ ¢/ダ7ズ テム 〃初 参

　催 、/傍観 姓 、,安鮎 と4編 ・す〃〃 功監 査 麹 象 形・ウ

鞄 乙レ在 監 変 人バ 〔妾 楊 拳(シ 廷 ム 監 査 基 豹

　 に嫁 〃∀<、4ンio∠/タ システ ム ・老こ ψにゑ

一 ノぽ 一



按 評 蔽 い 関 原 祈 μ助 老㊨ 復 す 耗 ♂ で あ ろ.

づ ンピ ユ ー タ シ ズテ ム 雇 矢 ユ リ ア イ雄 縁 老 一義

的 次 扉 在 レ左 老 〃 てぱ 疏 が 、 ケス テ ム グ 汐 ン

patク ー4回 避 、機 密 ⑳保 護 、荻 』罪4防 止,な どμ

ψ寄 与 ・ナ多イ別面 が メ(芝 レ〈、

　 づ7ピ エ ー ダ ヲ'ス プ ム 煤 ユ ー ゾ つ=よ"《.・2f.OP

府 葱 ば イ差 が 別 で 彩4、 操 板 ろ ひば 繊 滝 越 え

売続 戸 毎 砲 ン ズ テ ム磁 査 基 準.老 策 挺 す ∂ こ ピ に ぱ

ψ'有 り ⑳ 頃 纏 ∠老 友 ク。 ま 凌 、 逝 痘/く ば 、 単 μ

づ ン ピ エ ー タ 〃ク琢 差〔〃す経 産 、業 務 訴 面 に 切存 ゐ

幅 広 ・〈知 識 老 鋪 安 どす ろ.ニ ク!左 筆,肯 ん あ グ、

物 頃 閲 〉 之ぱ 娯 テ ム挺 姦 凶 功・鮪 ず レψ

庭 着 レ・ηη あ カ ピぱ いい難 い 。

　 レか レな が 久 グ 後 づ プピ ュ〔 タ ン 久 ア 幼 嫁

能 力綿 上 レ剖 混 乱 嚇 確 保 の影 響 バ 趣 くな

ろ・trc・oれ、庄 東w繍 ⑳内卸 ψ綾 請 ♂孜な らず 社

会 絃 要 請 ピ レ・て レ ンズ アム監 査 勿係要 椎 ば 司 ま η

/(<h(zど バ 序 想/ΣKth 。

　 レ4EaCA-・ぺ 、編 ピレて 老7ズ アム 監 逐 咳 着

_,4L

,



イ絃 ぱ カ・θ・』 う、 ンズ デム 鑑査 基 葬 碗 功 蜴 ガ イ

ドプ//湾 談 必メv,〈フ材 づ震 域 微 ビ碗 妥 の花 菜 右 阜

髪 に検 討 す ㌘、題 が あ 勿 。

●

一/活 一



3、 プブイバ ン/保 護 司綴 ズ爾

(グ♪}訂 題 の嵌

　 　 近 年 、 づ/ピ 。。ン ダ め権 能 劣・よ ひ副 用教 宿4z速

　 ち 遊 宴 別 輪P野 ♂拡 ×老 背 景 ∠ レて 、庸 褒 ク集 中

　 沓 ∠願 ⑳ 多 励 捌 屠が 促 進 走 れ ・て 乾て い ゐ.

　 　 Zθ よ ク 宿願 痘 動 にわ・げ ゐ劾 平イ乙 の繊14、.く

　 え μ膚 按/(ら 思 慮 老 右 左 ら プ/ガ 、 白・6μ 関 す 珍雑

　 多 な 、 時1乙1縦 匿 ・//・ごII1、情報 ク淡 く.ペク 牙1乙 よ ソ知 ら

　 凶 商 ソ蓄タ賓,Σれ 、 あ ゐ ゾぱ 、穿・」前 之 れ 珍¥い ク惰 娘

　 プ ク イ.ぐ 乙・〆tacaダth脅 威4ζi嫁4ミ4ノ 、ピそ))ク 。　kレ

　 《 、 ・惰額 ρ集積m－ 管 の邊 綾 ど クニ7イ ・ぐ7//レz封 ず

　 珍/娠 刀 人 々 〃※ 炎 シ レ左 娯橘 ㍊ 煮 剖 心 魂 纏 響

　 勿 乙 う が 吻老 、愛 、ナそ 、 プ ク ん ぐン_侯 護 、 ピ 吻わ げ

　 4/ピ エ/グ 利 用 μzz　ekク ク・ク/.ぐ ツー 保 護 尾関

　 ・す 力関 心 が 商 ま 〃(ゾ 珍.

φ

乙り 規 　 　状

　 　 歓x諸 国 μ お ひ/(1衣 、ズ ウ ≠ 一 デ/、K国 「、 西 ド

ー ノぢ 一



一

●

/、ゾな 逐/〃 ゲ顧 μお し・て.行{罐 務 劾 季 イ拍 ・老 躯

嵌 登 録 瑳 務 ♂ づ/ピ エ_タ μ よ 万集 中足 斑 矧 閻.く

識 別 療 老制 度 ♂旅 用 微2〃 婿 也 ψ礫 表 文 れ 在 二∠ を

契繰Xし て,ゲ ㌧ ダ処 理 比 ψIdi・万 プρクイ 、ぐ ラ・一保 綾 布

百 貨 ∠ プ 万 裟 俸 が 捌 逐 在 れ・(ぴ 万⇔

　 軟Xの プ ク イバ ン ー床 覆 策 を 比蕨 すhZ、*百 ・で

ば グ ク イ.ぐ7一 保 護 ⑳妬 制 老M別 己× 緋 を謝 老 レそ

行 う 〃 μ封 レ、a_tz、 ソバ 諸 頃 魎 ・VN-z　td['㌧ 搬 磁

k7・ ク ィ バ7一 床 覆 蜘 嚇 与 れ そ φ吹 散 方 バ

天 女 ηて い ろ 。 丞 左 ヨ/ら ・<諸 顧 問 ぞ 杉 頚 輪 範

匿r、万 宏 ・伝zバ ノ縁ζで ぱ 々<、 蒼 匡r"髪 膚 に絵 η左

抵 制 バ 行 れ れ ・(ひ 功 。、

　 ま,h、 後 療 揚 名1閣 老 機 構(〃Eこ の 力 ∠拾 い ・(老

昨 年 タ百i〃 ワ ィ 、ぐシ ー保 護 ∠御 、く デ㌧一力 越 疏

通 μ関関プ 多 万/ド ク/ン ボ 痩 多 会 で 採 次 グ 畝 、 挿 頭

滲 匡(i4Nf桧 ・Σ れ 之)・ ろ 。

　 oEe!)の ガ イ1ご ク/rフ/に{盗 ・ ク'iク/で/くシ/保 護

の 左 加 法 本 願 ・1どレて

　 　 /一 収 集壌∫蔭 の原 則

一/7一



　 　 ピ 、デ ー グ 内 葱 ～)原則

　 　 /＼、 目 的 嚇 イtS　d)　ff則

　 　 ζ 、 利 所制 限、∠η凍 則

　 　 ポ 、 安詮 孫 譲 ♂原 則

　 　 く 、云 蔚 の原 則

　 　 ト、イ釘.<参 加4)原 則

　 　 チ 、 責 任 の原 則

が ・鋤th・"て あ・4 、御 頭 顧 ぱ 、 「プ.〃.ぐ ン_保 護

×個 人 ⑳ 自 由 〃保 護 に 必・φ＼多原 則左 国 内広 μ あ・..て

耀 ダ 易cxＬz㊨ 老dn・(v、h.

勧 佐 須 初 願 釘 夙 励 磁 雄 気 ず レ老蕨 制 プ 万

考 〃で ぱ 右 ゾバ 、わパ 国ボ ガン ドワ/7勧 後 尾僚 レ

そ 戯 櫃 志 表 示 左 レ左 コ ∠国際 始端`義 上⑳観

玄♂＼らφ 、グ クイバ・ンー保 護 μ η)・《 、面 ウか θ対

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∂

ラ売薬 が'家 功 ら れ て い 万 ピ)、え よ ク 。

　 /ガ 、　 匡『内緒 尾老 、 編 方 件 あ・け カ グ該 貯 蓄響 利

用「着 力 〆 ド(グ リ ーン/カ ー ド)♂ ≧影ン＼、社 法・イ釆倭 ラ学

励 ・ナ プ 檜 膓輪 処 理 財/7イ ンィピか よ か イ ィ6

処 挺 構 麩 、 国 勢 調 査 按2老 猛 び・c　'aigk　OPブ ・クィ.ぐ ン

一/ぷ 一
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●

`

一 尾 関 す ろ関 心 が 忽 速 レz苛 ま η.(ca力
、

C」2端4方 面

　 　 力 が 匿]μ カ・しくそ ば 一場 互 〃 ピ ニ 〃、/椴 砲 煮 プ ク

　 イ.ぐ ン_保 護 宏 ぱ剃 髪.Σ 才(《 いな し〈。(これ は 、 わ バ

　 顧 に か ψそば 、 ズ 的膚 姦 ぱ原 則 ∠ レ・(非云 爾 で あ、グ

　 ー が 云 務 貢 μ対 レ て 顧 を 公務 員宏V結 諸 表 、殉 難

　 ラ客 意 ピ/宏 冶 μ よ ワ、 磁 務 上 知 吻得 老"宏 の漏 え ゾ

　 4禁 止 ・拐 ひわ%身 秘 義揚ig　29・す ∠い ク形 で グ ク

　 イ/ぐ//孫 譲 パ ぱ か られ ている2ピlaよ 多 乞 房 え られ

　 ろ。Cn.患 で 欧 米 諸 国 ピ繁 立 ク%差 異 左Z疋 ・(Utる 。

　 　 しガ し如 ⑰ 、前 述 碗 国 民 〃 プ ク/.ぐ7ー 工 識

　 の 商 ま グ々-OE乙2)⑳ ㊨ 老 夜2の 褐 汐ト鱈 右.要 請 κz

　 夷 久 、グ 後 ηわzr嚇 会 、η 円看 声・惰1髪イ乙を推 進 す 多

　 主 典 ば わ 分 国 ピ レて 老波 制 度 〃麓 備 石 偏 む グ ク

　 イ.ぐz/一 振 護n〃 い ・(適切 右 対 応 ψvぷ 妥 ・(㌻あろ.

　 　 z〃 ・際 際 「鰯G4・女 イち 」 ∠呼 ば淑 珍 よ ク微 。リクv国 国

　 民4蔚 庭3・ ま え 、di・η 、瀦 外 囲 〉 〃輪 κ フ、い て

　 老 握 レ左 借4eの で 、ま%ひ 百本 的 ブ・〃 バ ン_老

■…一/9一



確 立 プ ろ祈度 クv'%h。 　　　　　　　　 、

　 ∠<∠ 、広 参る微 関 ♂保 有 す 多イ厨、く、情 報 μっ)・て ば 、

剣民"権 利 、義務 口 ・よば す影 響 力蛋 夫 五 四 ・ん が'

宏 ち ク〃%・ ぐンイ 曉 噸 レて 房終 端 袖 幅

要 ピ 芝 れ よ ク。 そ ⑳際 、個 、く ⑳ プ・ク/,ぐ ン ー 協 業護

.ど 眠 〃知 多権 利 、 〃 イバ ン ー保 護 ∠聯 巡 鋤

劾 牽1陛Yt　t・調 整 、プ クん ぐ ン ー4保 護 す ろ右 功 μ 逐

裏 ∠k6腐 髪垣 垣 駿術 面で 刀対 応 ブ⇔ク/・ぐ7/床

覆 〃 在 り 肩劾 微べ 替 手綬 づ 肩 無 次 ピ κ イ)・て 、 関 原

彦 が 面 力 づ/疋/サ ヌ、老借 方ぷ妥 夕、%ろ う.

　 一 ガ 、 民 間 綴 関 ⑳孫.肩 ず ろイ頃、〈・唐 綴 μ ク い て は 、

.乏 ら 内 庭 、揚 繰zr業 覆 難 μ よ9多 種 多蘇 で あ り 、

プ〃クイ,ぐ ン ー床 覆 μ関 す ゐ 制 度 的 対 応 策 停 η、い て1く、

グ 後 夜 角頂 重 μ検 封 す べ・季 課 題 ψべ多)・ ど 彩 え られ ゐ。

　 ま一左 、 近 年 、行 聯 関 ⑳、膚教 示 輪 家 後ψレ《才蘇 プ

勾編 客殿 楊 握 々 ⑤獅 噛 まクそいゐ、ρ

　 レグ レ勧 ⑰ 写 賄 〃唐 綴 ズ 絹 μ関 レそ ・4、同 家

嚇 パ グ プィ バ'〆一老孫 講 ず ろ在 功 〃昧 力←茅 壕 ・ピ ど

ク取 吻扱 ラltX姦2n雇q."困 難 次 問題 バ 多 万 。 ま左 、



　 　 諸 タト厨 ら毒・レ・・(老、編 〃膚 霧法 雨 匹 関 す ㌘法 律 と

　 　 　プ プ ィ.ぐ7-〃 保 護 の売 あ づ 法 律 ∧朱 調 整 〃 ま まi¢

　 　 刻 足 乏 故 主 力 め に、 種 々4問 題 老 生 じ ・(ひ ∂/例 老万

　 　・ らM、 わが 駈 にか い・て老,庸猿 公 爾 ピ η い ・(ぱ頑 童 な

　 　 舛 志 夕てぷ 要 で 彩 ろ う.`の 吻 合 九 あ・い・(∴行 政 ク劾

　 　 　季 佐 η謹 承 ど情 報 云 胡 μ 粛al,,　。.、・(eヤ 密 な挨

'　 　 鋤
v逐 要 ・〔["あb.　 　 『　 　 　 '　　 　 　 　 一　 　 二

'

一2/`



4〈、 マ イ グ ロゴ ン ピ ≠_夕 功雇 用 に与 え る影 響

(っ 問 題 θ嫁

　 　 ベ イ クIZ47ピ エ ーダぱ 、従 来 ♂ づ ン ピ ュ/ダY

　 同 じ原 頭 κ碁 が 老 ・∠fi・■(ha)Pt　 th∠ 穆 ム)

　 と 呼 ば 描 薮 ミ痛 η 欄 模 素 襖 西 塔 μ 、茨 職 能

　 老 イ か 乞t∂ 　di　K4igutkes、 プa・ グ クムrv・デ_タ を

　 亥乙棲ζす後 メ 兎 リ 、ノ＼公 力 ♂在 り 〃フ.入公力 機 構 姦 ピ を

　 ・あ・ゑ 劫 左 挺!」・型 り づ/ピ エ_タ ㌧であ 吻、/」・型 、'軽量 、

　 多線 能 ソ廉価 功婿 椎 老 杉 吻 、 互 わ 功・(玄 び応 用 可 能

　 ∠脇 継 り ・(いig。

　 　 ・ピ イ/ピ づ7ヒ ニ。ユ〆 タ煤 、 い 由 ば/タ 重 重η知 能 剖『,乏

　 で 吻 ろ'.4れ が 生産 工姪 矛裂 珍 μ頽 み込 ま れ%場 合

　 老雄 矯 ㍉ 自動 必 読 緩 ク多俄 能 化 、名 工名 レペ㌧

　 n従 道 、 づズ ト4蜘 禰 姦Z老 わ 幼 く 大 望 右 メ しノ プ ト

　 左 老兵 ら プ φCbで 塩冶 。ca%め 、各 箒 μ 劣⑪ ・乙

　 は －f乏 ⇒クく 老 の 導 入,z努bて あ・久 多ゼ左r<イ ゴ

　 7革 命 」 ∠呼 ば れ ろ ほ ピ4)大 芝 老影 響 を ち一よ ぼ し ク

　 ク 物 参 。



　 レ㊨＼レ 、　こZラ レ 左/ピ イ グt1'4ン ヒ∂エ/グ づ 広 ヨて煮

遵 入 に 達 按 。・(、 鋤 雇 踊 場 ・よ、ぽ'プ影 響 が ま 目

ゼ β〔て)、th。 イ イ クli'づ ン ヒ.0ユ!・ダか・従 来4　 プ7ピ

ユ ー タ ピ 肉縁 κ拓 庭 潔制 御 次 助 知 畷 能 左 肩 レ 、

乏 〃 応 用 に ょ 〆(熟 練 ～労働 力 のべ 替M次 況 右 肩 力劾

※ 左 上 ・左 ら プ が ゆ え μ 雇 用 問 題 ψCグ11//."ア 、ソプi

Khva乏 ク・(いIPbjで あho

　 ビ<ra、 　 OE(㌘z～ 諸 匠「、按 わ で 杉欧 州 で ぱ、 労働

'組合 が 職 能 別縦 で 紡ろ 嫁z
〃雇 用イ優待 ♂胡鬼 老杉

り、 ・マ/グ ロづ ンピ ェ 〔 夕月雇諭 に 与え 多/影響 μ η

いμ 抽 欄1M渇 く、 イ ィグロ/ピ ー タ カ

導入 バ 大幅 な 嬬 ぐ〃 鋤 く口 な ψ、・鋤 でf紘 いが ど

⑳懸 念 φ表 明 芝 れ・(ゾ∂ 。
`

(2?揚 　 　ば ・

　 　 /綬 κ 、 マ/ク ロ づ7ピ エン ダ 〃雇 用 μ お・よ ば'す

　 影 響 ば 、雇 用 老 婚 砲 芝',ぱゐ 面 ∠滅 グ ヶ ぱ 多 面8・∠〃 祈

　 面 が 心 力 。

　　 まず、イイ川 づ7ピ_ダ カ雇 輪 鳩 胸 晦
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要 田 ピ レ・(ご 〉×下 の諸 点 が'指摘 を れ ・(い 珍。

⊂)二女 イ ク ロ づ/ピ エ ンダ そ♂ 老 の の 需 要 肱 ×

　 　 旺 鉱 雄 編 髪 乏'7ズ ア ム開 発 θ ニ ーズ 威 え

　 られ 乏 マ イ タ σ づ/ピ ∠ 一 夕 そ ら φ ⑳ 勿 締要 鉱 夫

　 に よ 吻 、/ε イ ク ロ づ ン ヒθユ,ダ 勿/＼_ド ・吻 エフ・名・

　 2、、5一ゾ ク トグ エ ア4生 産 、 琢 徹 傷 わ 珍/(戻 バ 娼

　 メ(4∂.・ ∠ 副 時 κ 、 二μ ら の衰 、術 爾緒 犀従 幸 す る

　 債 ゾ 娼 × レ、雇 肪 渇 仰 勿 、

② 応M綾 長 期繕=/ズ ♂娼 ×

　 　 マ イ クロ づ シ ピ ≠一 ダあ応 用製 品 段{奈 故術 爾

　老 要素 が 多 之 応 用裂 乏 ⑳ フ,ぐ 刀 傷夫 μ 去 り、

投 射 爾後都 門 ⑳ズ ダ ヅ ブψゼ増 大 レ存 吻.、噺ノ亥煮 ア

　 ク。1ノケ_ンe/を 爾 寄 す る シ ズ テム/＼ ヴタ(kf、

新編 産業 グ 発 展 レ、雇 励 諸 袖 す 珍。

③ 応 用綾 乏 〃市 湯 の拡 ×

　 　 <イ ク日 づ ンヒ。≠ 一ダ応 用製 乏 ♂市%吻 磁 大 尾

　 よ ク塚造 、飯 宏 、メ7テ ナ7ス 姦 ピ%従 茅 ず 多ノく

二'∂ ～女_



t

貢が 老 犬 レ、 者 わ,ピ・(関連 都 乏毒 素 ク額 履 名従 ダ

左 杉雇 用z㍗渇 仰 す ろ。

　 ノZ、 雇 用 ・乞 威 ゾ 芝 疋 多癖 直 ピ レそ ば 、 〉ズ千 ♂諸

点 夕V指 摘 老 ルレ(一いh.

の　既存製誇り・市場繊 縮 小
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

　 　応 釘裂 乏 の着 忽 ら よ 吻筒/用 途 ♂%存 裂 乏 θ市

磁 繊 が緒,」・レ、 でれ κ ピ磁 。て雇 用が亥 グダ

　 ろρ

② 応 用裂 乏 りkiig,(2E〈 ♂妻 入

　 　応 用製 后 ⑳穿帽 μ よ 吻、 生産 乙径 の短 縮 イピや畜

　 カイ四Y'ば か られ産 屠パ蝋 プ・ナろ。

③ 応 用裂 乏 の 顕 都 門 右z入OP　 #〉 、"

　 　乎 続 あ 多)・ば流麟 珂 ♂ よラ煮袈 鋤 痔 ヌ 外 π

　 老 ・¢/ク ロづ ンピZ－ ダ・を応 用 レ%新 レ.Aン ズ/f

　 鋤 傷 人 ヶ此 有 畑 ヒ拭 幽 ・励 弍て雇 用が 滅 夕・ナ

　 る9

一,勾L一



　 以 」二.4)よラvaイ イ クtfづ7ヒ ㌧=一 ダ 〃　、雇 用 レz劣・よ

ば つ㌃影 響 ぱ 、 多 ψ 的 煮 安 来 φ＼ij　k。 ・(あり 、 目・ドo

ピ ニ ろ/都 レzプ クス 吻 多)、ぱ!マ イ ナ ズ どぱ い レ、乞 れ

な 、〈。

　 わ 力階 ∫にあ・ゾ・(老.!マ イ ク ロ づ/ピ エ!ダ ⑳誓 ノ＼

はz速 に進zoク あ 珍 汐べ、 エ,ザ!左 う て イ クロづ

7ピ ≧ ニ ダ,∈ 生 産 工廷 己導 入 すhメ ンdi・一 力 よ6・・ぐ

イ クピづ ンピ エ/ダ 老 廃{乏 に級Z込 む メ_カ/名 、

寄 付 姫 硬 磁 化 レ左 耐乏 南 ㌘W修 微 能 主 砲 い 雍 周

長 〃爾 絡 μ よ 。そ祈 レ.・需 要 分 野 ・を磁 極 自在 開 拓 レ

砧 吹 イ/痴 〃 ピ ダ 力 著 大 が 雇 用 μ べ/

ナ 《 θ影 響 ・卓 存 え ろ ビ の編 議 ば 多 まij　}sψ＼れ 汝u。

　 e7ー レ左 魂 家 凶 新 レ),劫 塩橋 挺Wに 嘉 入 力

頃 民.陛や 液 術 著新 μ よ ろ倉 垣 花 ψべ逐 ず'レ老 直 接 的 家

産 師『力亥 グ 匹 ク 右 クドら な いYレ ・ラわ4八・匡{固 有 の雇 用

/噺 レzよ ゐ ～乙二ろφvラκ乏 い 乙考 え ら)れh。 　fの,迄1ま

修文州 諸 餌 で 勿 失 業 開題 へ り亀 勧VK・(芝 夜 背 ※ ∠ ば

プ(乏 く髪%(th■cろ で あ ろ 。
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(3)　 徽"ク 万1釘.

　 　 /ζイ ク ロ づ ン ピρエ ー ダ θ武咳【ば 、大 芝煮 磁 術 革 新

　 ♂流 れ の 一 環 ピ,レ 之 ∠ ら え ら れ 万べ 芝 岩 〃 で あ み.

　 イ イ クt1づ/ヒoエ!ダ 〃ウみ 在雇 塵「OP関 連 比 お・いて 緒

　 別 κ ど りあ げ ㌘ ∠ 白糸 諮 ず レ老 妻 者 で ぱ 次 ∪.遁

　 衣 μあ・レナ万装 備 革新 ♂姥 ぱ 、'短嫡 冶夕κ ぱ雇 用 ヵ威 夕

　 次2力 摩 檬 郷 家 壷 生 じ之 迄 左 彩 り 久 長 嫡 的 段 ぱ祈

　 レい産 業 醐 揚 ㌣ 新 レ.雇 用撫 次 鳩 細 よ。 て雇

　 駒 繍 姥 硬 め(レ 、姥 釆 留 μ ぱ 紬 糸 イ物 欲 老 煽

　 祉 水薬 勿紹 上 μ婿 享 レて5て"Z.■ ・di　■　ztぱ 歴 史

　 が 禾 レ・ご.・珍 ∠ 三 ろで 姦 珍 。

　 　 レψ1レ 次 が ら 、 ノ 〃穿 べ に カ・い て ぱ 、わ φ1"匿「社 会

　 に カ・い ・(k、 労働 ラクφ壼 速4識 イ閲r進 行 ず9ピ 尾

　 込 ま れ ㌘.　 二 ♂ 乙 ピ ノ、ら 杉 、 マ イ ク ピ コ/ピ エ 〆 ダ

　 、η雇 用 巨 与 える影 響老 猛 度 侯 粂観 裾 ず 珍ニ ピぽ逐 ず

　 レ 右※ 当佃 放 く,そ 〃動 向 μ 伽 て・ま、.ク細 ・「

　 、今次調 査検 討 雀 行 ク、頭 が あ ろ、シ ソカ げマ イ クピ

　 プ ンピエ 〆ダ ⑳」淳/入vaよ ク・(長 老影 響毛 髪{ナrvプ)、

　 ど 輪 紺%緒 五 緒 磁 働 諸 μ対 レ<,4、 牢

一'27一



新 傷 働 ち 老 か 右絡 酸 ゑ 翻 レ左 ソ、婦 、〈揚縁 力

で 老可能 ど古 参雇 用機 会左 俵 か す よ ラ,再教 育 、再 割

線 煮2を 行 う体 制左 整 備 レそ 赤 く 二とψV微く絢!17

れ よ ラ 。

　 ま老 イ イク ロ づ7ピ ェ ー 〃 箸入 描 左 ら レ五 欲

輪 、.・初 に舵 分 レペ こ、<ψ・が 徽 〃蛋 妾 婦 纏 ピ

数 多。

一 之8一



む 肩靭 ヒ葭 ■ る,浮 ル ク アクセプタ ンス

　 　の形 ぬ

【

(り　商 鍾 ⑳青 票

　 　 半 導 体 オ支街'を ヰ 氾 とす る マ イ クーX]エ レク 柵1コ ニ ク

　 ス枝 術 φ着 し い進 展 に と も 江 い 、 こ れ まで 産 業 分・野

　 中 心 × 展 開 さ れ て き た 才)が 国 のノ南報 イヒ'、ま、 ・今後,・ 社

会 あ る い)翻 国入 の募 庭 達 活 φ 介 助)こ ま で浸 透 し.義

　 々 国 民 一 飯 ハ 楕 報 化 の多 彩 な 便 益 を受 注 る 蟻 食 が ま

　 す ます増 大 ヲ る と予 想 さ れ ゐ。

　 　 こmま て 、 コ ン ピェ,タ 、まヒ も す才t)ま'聞され た 世 界

'

噂 磁 の扱 襯 楡 わ 培 め ・ 一 知 ・い パ

積 報イヒに 柔軟 に 跡 て き なb・ 人 々 を 生 し・2せ る 可 能

　柱 が あ つた.・

　 　 また、 靖 報 の 大 童 の 氾 濫 、ま時 に 人 々 の 生 活 に マ イ

、ナ ス の瀦 お え ・ ・⑭ 旧 情 転 署 治 山 生み

　 出 す 契 栽 と 已 な つ 之 、)ろ.

　 　 さ ら)・.文 量 の虜 報 が 特Sirの組 織 に集 亨釣Lこ 事績

管理 され パ 課 嗜 誕 絵.巫 ウ辞 書 や個 人 の プラ

一29'一



わ ・'ジ の侵 害 に 細 る寒 念 淵 旨橘 さ れ て い る .

　 こMと 伺 蒔 に 、 靖 報 化 の 逡 雇兵1て よ リ重 要 ガ づ 大 量

の デ ー ク が コ ン ヒ.ユ㌧ タ に 蓄 積 処 理 さmる よ う)こ な

つ た こ と に と も な い、　自 繋こ灸 箸 や 事 お(な と・,こよ ろ コ

ン ビ。ユ_タ シ ス テ ム の職i能 の イ亭止 ヤ)デ ㌧ ク の 漏 洩

な ど が'及)び す 社 会 的'1経 済 的 影 響t .看 湿 て き 苦 い も

の と な つ 乏 き で い る.　 　 .

　 この よ うな ・ 、ゆ ゆ る靖 報イヒに ど も な ブ 影 」 の

一領題 や槍報 培 論 聾 麺 遅 い つ 、 健 査 嚇 鋤

遊逢 を、まVフZ・ 、<た め ては ゴ 責予拠 鋤 。祷 の る右

.の装衛 あ畜頂 化 や 意 識9高 揚 だ ・ナて)よな く,安 く遺

臣 鰻 の・融 イい ・綱 冶正 し・・理 解 と認 識 鋤 齢

る ・ とが こ れ ま で 以 上K重 要 と な つ て きZ.N)る 。

　 こ う した凋 題 〕こ適 切 な方 薬 主請 じ つ つ わ が 固積 報

イヒ推 垂 の た め の ハρブ`リ ツ ク ア フ セ プ ク ソ ス を 形 成 す

る こ と が 何 よ り 主 必 要 袖 ぶ

」

、.!のi妃 　 ・lk'

　 　 こか こ対 し わ が 国靖 報花 × 対 す る.⇔)・ 。ク ア

一39一
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　 ク セ フ。タ ン ス 老 形 跡 す る方琶諺…と し て)ま,　 肩石元τ]女 ク 茸

　 ガ ら 実 施 して ・・ろv積 報 花 蓮 閲 」 のぞ丁 事 を展 開 しZ

　 あ り,年 々 そ の 規 摸 が 法 大 さ れ 乏 き て'、・る.

　 　 これ ・ま他 国 〕こ は 、 み ら れ な ・・ユ ニ ー ク な 試 み と し

　 て 各 即 注 目 悼 め 最 近 フ ラ ・ス,台 湾,分 一

　 ス トラ　ソア,　 矛 ラ ン ダ 　　カ ナ ダ てイ可 らカ・の 捨 象 運 動

　 力、実 施 遮N・ し毛子{亘さ れ てN:、 る.

　 　 一 方 、'積 報 イヒ教 賓}(っ 、、zは 、理 ・ エ 学 部 系 を 叶

　 りじこ'とつ るな)i重 の メ(這字,　 こ二'商 業 雇}校 、こお い一て 数 多 く

り 繍 処 理 端 病 ぷ て い る バ マ の 暗 ・溺 報

　 処 理 技 術 皇)ξ の 滑 殊'専 門 勇～ら 畜 厳}こ と と・ま り 幅

　 方 、・田 尻 一 銭 に 対 ヲ る 噴 報 イヒ教 育|よ い まだ ほ と ん ヒ・.

　 ふ 寺 が づ け られ て い な い 現 状 に あ ゐ 。

ρ)　 今 後 の 方 向

　　 このゆ て・わ噛 嚇 靴 鏑 硫 事は}応

　 評 価 さ れ うが 、 た だ 、 従 来 ぱ と も す れ ば コ ン ビ。ユ ー

　 タ の 矛L用 が ヰ 心 と な り が ち(一 物 っ た たあ.'今 後 ぱ ま

　 す 第 λ}こ情 報 そ⑳ ・しの の 効 用 ど 活 用 の あ リ 方 に つ い

　 て よ リ幅 安 い 〕舌動 を 行 うこ と が こ望 ま 力 よ う,

一3ノ ー



　 笏 ユ に.　 津 絞 放 漬 、/社 会 教 育 な ど・広 汎 な 赦 蓄 φ 蜴

・に お ・・て
一}青 報 お・寸 ぴ。}貴報 化 社 劇 こ対 す る 認 識 を深

め'う た あ の教 育 さ 充 実 さ せ'る 、こ と 之 あ.ろ.

　 従 来,コ ン ビ。ユ ー多 技 布 教 盲 あ る・い は 、・備 報 処 理

枝 句 拳(葺 な ど に つ 、、之 、ま∴)相 応:の 教 芦 が 実 もきζされ て

き、た が 、　 今 後 〕士.　 これ に 加 え 乏.　 さ らに 幅 、Σξ、、斗貴報

一 飯 鋤 放 縦 初 等 放 勤 蜘 紗 らバ 約 ヒし競 賜

ご どに よ 戊 情 報 技 鋸 に 対 づ る 築 睦 ヒ親 立 蔵 を蓄 鯵

ノ情 報イヒに 対 づ る ハ7ブ ジ ツ ク ア.ク セ フ。タ ン ズ 主 譲 亮～サ

呂 ヅ 要 が あ ろ う 。

　 ま た 、 ヰ.高 年 肴 一や家 庭 の 主婦 い ま し め ・済報 イ遣に な

じ め な 、・、 ま た 「ま 、 な じ み1こ く い ど さ れ'・る メ、々 が ノ済

執 ヒ・魂.むY。¥の 社 主 赦 勧 」鋤 警 備 が」ilF要と な

ろ う 。

　 第 ・3、こ.・}貴報 北 に ヌ寸す ゐ 漠 繁'ヒ レ た 下 妻 戚 を除 去

9す
ゐ た め1・ も プ ラ イ バ シ ー'の保 護 一 湊報 云覇 なb

の悌渡 的 対 応 主急 く㌔ ど で あ る.ま た、 コ ン ピ エ 一

夕 ・セキエ リ テ イ の確 イ系 も こ の観 点 ヵ・あ 重 要 て あ ろ う　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　 以 よ の ぼ が、 関 係 各 省kの 国 泊 り 業 務 、て茄 じ ∨zキ

._32_



メ の細 か ・・情 報 化 施 策 が 考 え られ よ ラバ 剛 よ、政

府 とし て も わ が 国 の唐 鞍 イヒに 講 ず る確 た る ビ ジョンを

云 い 産 業 、kL}Oz　 6'け る積 靭 ヒ勝 差 が 更 正 さ れ 、

また.国 民 が 横 報1こ ア ク セ スZ・ き る'開か れ た 情 報 化

社 会 の1埴土 を φ ・志 す こ と が1情報 化 に蛸 ブ るパ ブ リッ

クア クセ プ ・タソ 培 繊 ・拍 胴 畑 要 素 湯 弩

、
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∠.ソ フ+ウ エ ア の シま的 保 護 ・

　〔ノ)澗 顔 の 背1景

　 　 　 コ ン ビ.ユ ー タ が あ ら ゆ る づテ野 に 普 及 ヲ る に つ れ 之、

　 　そ の 利 用 ラ描 は 高 弟 し 複 蜘 込し 、 こ如 で と も な つ

　 　 て 、 ソ フyウ エ ア の皇 尊 強 ま 一 層 増 × し て し・るh・"、

　 才〉が 菌 に お ～、』之 〕よ∴ ソフ 下 ウエ ア は 主 と し て、 単 品

　 　生産 古 れ て 、、る 状 況 に あ リ、 ソ フ レ ウ エ ア プ ・ ダ ク

　 　 ト 戌 用 プ ・ グ ラ ム)の 流 動 曝 し く 遅 れ 之"る.

　 　 ソ フ ト ウ エア の涜 遍 の 遅 れ の標 目 と し て 〕ま、 第)に

　 　 ユ ー ザ㌧ の 靖 報 処 理 部 門 の ソ フ ト ㍉ エ ア ㈲ 発 力 が ソ

　 　 フ ト ウ ェ ア 企 業 、こ比 べ 芝葺 べ、 ン フ}ウ エ ア は 既 存

　 　 の業 務 に 合 わ せ 之 そ の 都.度 イ乍蔵 す る も り で 吻 ろ ヒ の

　 i考え方 が ま 湧己・釣 で あ つ た こ と:一}ilir　Z⊃ 二}ま、 わ が'国 に

　 　 お け 冶核 続 的 な 委ト鉢 物)て 対 す る 価 値 意'識 ～のノ区 さ に よ

　 　 つ 之 知 醐 袖 る ン フVウ エ ア ・よ無 償 で ザ ビ ズ

　 　 き 取 る も の で あ る と 、、う〕乳潮 が 強 く 、事 実=1ン ピユー

　 　 タ メ 一 方 ー 、ま 、 ソ フ ト 痴 ア を ・ユ ン ピ ュ 一 夕 の 付 録

　 　 と し て提 供 し て き て い た こ と な ど が あ ヴ ら れ る ・

－B4・ ・一.
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　 カ・カ・る ン フ+ラ 三 ア 涜 還 φ 遅 れ は 、 結 果 に あ ・、之

ソ フ ト .ウ エ ア ゴ バ の増 兵 も た ら し 之 お)、 こ の

生 め 近 年 ユ ー サ㌧ の ヰ に も ご ン フ じ ウ エ ア ユ ス ヒ

と く1ニ ソ ト ウ エ ア ・保 与 コ ヌ'ト の ヨきi大 ・と い う ゼ目雑 な 簡

題)こ 対 処 し て い く た め、 保 キ 体 制 の確 立 さ れ た ソ フ

Fウ$ア ブ。ロ ダ ク ト に ヌ寸す る1再 認・識 力×な さ れ 始 め2

い る,ま た コ ン ヒ。ユ 一 夕 メ ー カ ー・lzお 、、之 も ン フL

ウ エ フ コ ス|一 の 増 大 に ヌ≒『処 し 之 、 コ ン ヒ。ユ ー'タ と ソ

フ ト'ラ エ ァ を 男、]々 の 商 品 と し てご販 売 す る ア ン ノぐン ド」、

'リ
ン グ12ヌSす る 認 識 が 漬)互Lて き て 、、る.　 }7　fO・"　国 の

融 獅 一 層 の」鎚 の 担 、・・ま、・が 議 酪 助

乏 ン ・ ト ラ ェ 〉 痴 ダ バ の蘭 発 砂 よ樋 灘 よ

リ夜 違 レて いく,∪要 が あ る.

　 しガ しな が ら 、 ンフLラ エ ア は、 コ ン ピ ュ ー タの

'荊
鋤 て必 要 な知 識,技 街 な と・z"あ つZ .人 葡 の知 的

活動 の 結 果 生 じた 無 形 の産 物 で あ・る たあ 、 有 体 物 を

タ橡 と した着 イ乍潅 や持 寄権 に よる保 護 計 介 て劃 、

こ の 肪 ・ ン プ ⇔ エ ア は、 現 在 当 事 着 聞 の 契 約

)こよ一リ保 護 ・さこれ 乏 い 冶 に つ'吉・な 、、ば 況 に あ る が 、 ・例

一_3子 一



　 わ ま 、 ソ フFら エ ア)よ.誰 で が 安いIA5P}　 z・]$易}こ コ

　 ヒ㌧ す ろ こ と が で き る 抽 、 当該 ソ ブ 、 シ ェ ア の コ

　 当 な羅 利 肴 の利 益 が 侵 さ 兼 や すwな'ど の 聞1硬 が ～生 じ

.て お リ。　 ガ ガ ろ 「問題 を諺(置 ヲ孤 、士.ン フ 、 シェ ア の

　 開 発 お よ ・び 温 温 を阻 害 し 、.社 会 の積 鋤 ヒ 主漫 ら せ る

　 孫 菌 と も な リ カ・ね な い ば 況 ＼ な っ 乞 い る 。

② 現 　 教・

　 　 無 停 の 知 的 財 産 の保 護 を 目 的 とつ る現 行 の 著 イ乍権

　 シま制 」や〕持ii午法 制}よ.　 コッ'ピ ュ 一 夕 の ン フ}ラ エ ア の

　 よ う な 漸 い ・無 躰 吻 の 存 在 乞 想 更 し て 猪q更 さ れ たt

　 の で は な いfe～iう.・以 下 に)主ぺ る ように、　 ン フ 、一ウエア

の特 性 頑 慌 し ・ 紗 保 護 許 み)二 才わZ・ 、<こ と

　 は口困難 之 あ る 。

　 ⑦ 若 作 潅 注 民 よ る ソ フ ト ウエ ア か 保 護 とその 限 界

　 　 　著 イ乍蟻 と、ま、　 ≡者イ乍物 す な 才)ち)ぼ想 ま た1才〕訟境 を

　 　夕怖 幻 に 表 現 した も の)こ関 レ 老イ乍着 が 当該 著 作

　 　 物 を排 舩 的 に支 配 ラ る権 別 て あ リ、 着 作 庭 に関 し

　 　 て)ま ・侵 害 の停 止 ま た ぱ予 防 を 請 糸・す る差 止請 ホ
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　 　 あ る いは 損 益 を受 けた 蜴 ふ の損 、薯 賠 償 請 主 な ど が

　 　 て・き る,こ パ な つZ、 ・.る・ 契 塾 し て底 ソ フト

　 　 ウエ ア の 汀 り の 蛤 力磁 気 テ つ 憤 〉 の.有形 物

　 　 に 具 ン体 化 さ れ 〉乙お リ、　 著 作 物 に 該 当 す る と め 見 方

　 　 も あ る が,　 才 の 場 ゑ〉に お 、、て も 　 }看A乍 』きう去)Zよ)る

　 　 イ保 護 はi若 イ{三物 φ 複 製 な と'・'を桑 止yる の み 、てと ど ま

"　 　P
.　 ソ フ)一 『フェ ア 玄 コ ンEoユ 一 夕)て ガ)ナ る と い層う

　 　 へ

　 　 実 施 行 為 自 体}よ ・保 護 の 対 象 と な ・て し、な い こと,さ ち

　 　 }こは ・ ソ フ 、一.ウエ ア,め コ ン ヒ'ユ 一 夕1て よ う・茶 断 実

　 　 行 、 無 断 複 製 な と二・の 発 見 お よ び こ江 ξ正 の 固 態 蛙 な と・

　　パ 着イ乍裁 ・・⇔ ソ方 恒 ア時 の阪和 指

　 　 通 さ れ}e＼ 、 る。 ま た.i者 イ乍潅 の・保 護 期 圏 ぱ 着 イ乍 右

　 　 の 死 後 古0～ 年2な っ てN・ う が一方 フ。ロ グ ラ ム の ラ イ

　 　 フ 寸 イ ク)レ は・一般 的 に は お〔年 間Z短1、.も ⑳ が 多 く

　 　 実態|て な ・じ ま な い 。

◎ 特 許 法 に よ る ・ フ トWア ⑳保 護 とVの 下艮界

　 　 　特 許権 い ま 、発 明 ヲ なわ ち 宅 然 法 則 玄穿顕 した

　 　 釦 イ乍釣 枝街 悪 相 を排 λ芭的 に き痴 言す ゐ遠 別 乙 あ ジ

　 　 差 止諸 生 相 肩薯 漠言・償 漬 ま'が で き ろ こ ヒ と ソよつ 』乏い

－B7-・



　 る 。 わ'が 固 、てお い て 】止 、 ン フ 下 ウ ェ ア φ 璃 蓉 を な

　 す ア ル ゴ グ ズ・ム の 基礎 に あ ろ 浅 口心 音 紫 波 測 齢]

滝 口 も の?"あ ろ賜 ぶ ・に 限 っ て ソ フLウ ェ ア に 狩

・許 力・賦 与 さ れ ろ 可 能 性 が・あ ろ が .実 董 と し て 辻 、

　 工作 轟 袖 を コ ン ピ ュ ーグ て・制 御 す る 場 ふ の よ う)こ,

　 ンフ 柵 ラ エ ア が ハ ー ド ウ エ ア と 一 梼 と な つ た 勘

魂 迎 て お ゾ 。フ⇔ エ"ア銚 が・射 ㊨ 対 象

　 とな っ た例 ば な 、・.ま た,仮 ベ ソ フ ㌔ ラ エ ア 老,

　 特 許5ま で保 護 ヲ る と し て 主、 舷 占 約 実 男巨巌 を も?

排 椎 繊 細 持 のガ わ りう・妓 祈 の詳 知 ・訟 恥 ・曝

　 婆 と な るた め 、盗 用 され や す い ソ フFウ エ ア の蔚

融 願 力堺 た ほ 行 わ れ う ろ ・'寡 聞 な'し と し な'㌧

　 　 ・さ ら 、ご,　 〕司 一 ・肉 ぶ の ソ フ}一・ウ エ ア を 万・]の 入 が 培

　 力 で あ ・と カ・ら'開 発 し'た 場 心 ・て 主 η等ξ午権 の イ蚕 害 と す

　 ち こ と に つ 、)で は 、　ソ ラ}害 う エ ア の'開 発 の づ足 逸 の

　 後肩点 ガ ら)秘 す・し 毛 ご宴 当 て・な い層と の 見 ラデ も あ ろ 。

◎ 遠 地 の 瑠 台 抽'に よ る ン フ 干 ウ エ ア φ 保 護

　 と ゼ の 限 界

　 　 '現 え£,ン フYウ エ ア のL開i発 着 は 、 契 約 に ょ リ、.
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勇3肴 へ の無 断 譲 渡 あ ゐ ⑱㍉ ま無 断 実 行9∵ 梁 〕泊 コ ピ

ー き譲 止 す る な ど じ之 権 肉 の∵保 護 を は ガ つ 之 、、ろ
.

しガ し 、 善 意 の 弟3着 に 当 該 ッ フ ト ラエ ア を 到 用

さ れ 担 易ふ こ れ に 村 税 て きV」 い ・」　z- .第3肴 ⑳ 違

法 な 契 約 上 の塩 剥 侵 害 に対 し 之 、ま、 妨 害 排 殊 請 求・

椎 が な い た め 継 る 恥 ま行 為 。 碁 つ く 損 害 賠 償 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロざ

カ・誘*・ て きな い。 一さら1て)9'法 行 為1て よ る項 二審賠償

に つ い て 娘 茸 畦 ・ 辿 姻 難 性6叱 麺 ・

て い る 。

レ

(3)　今 後 の方一向

　 　 積 報イ助 埴 面 ま、 わ力漕 が ぢ 後 産業 績 造 の知 識 集

』幻
化 を ・とザ 、'商 屋 な 福 祉 社 会 を'実 現 ヲ る た あ 一 助 要

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〉

　 不可 欠 な む の と し之 今 日 グ の車 室渡 を ま す1ます高

　 め て 、、 る9　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・:

　 　 す ぐ・Pt・f=ン フVbエ ア の開 発 着 着k　」iil・SY)・保 護 ・て

何 砂 の 財 産 的 栖 イ能 イ持 サ る ・ と 、ま、創 法 意欲 を

　 if,T　・&し 、 す ぐ れ た ソ フ 下bエ ア 技4汚 物 開 ・発 を促 違 ダ

一3タ ー



る勃 果 を　も つ　と考 え ら 才し.　積 報 イヒの 推 進 に プくきく 寄

・与 す ろ こ と と な)る 。

　 ま 五、 ン フ}う エ ア の 法 的 保 護 に.よ り 現 在 白 泡

の ノ ウ・・プ ・ しZ秘 密 畑 瀬 存 さ れ て 、嘱 も の も含

り 之 商 品 と し 之 ソ フ け エ ア の流 蔀 促 血 サ る こ

とが .でぎ、 社 会 全 体 の 梼 報 化 を推 達 す る こ と と な る

'
Y・と も}こ,・:多 く の ン フ 干 ラ エ ア.ibN'茸「場 に 出 回 み こ と

に 占 リ す ぐ れ た ン フ ト ウ.エ ア を よ リ・孫 価 尺贈 入 プ る

こtが で き 、 社 会 ≧ 体 と レ ・zの 勤 主 的 な投 資 効 果 が

期 待 で き る 。

　 ソ フ トウエ ア に対 プ る法 的 保 護 の対 合 さ)丈 わ

が'国 の み'な う す"、 弐'国 そ の λ也 の 完 違 諸'国 て もi痛 感 ±

九 て ・、
,ろ と ころ で あ る が'一 わ が・国 ζ し て は 、 こ の 閥

遜 に'渓1す る'国 際 寮]な 動 ・危〕・を 、寺 方 踏.ま え う つ も 三 情 報

イ巳吐 合 建 設 の 壬2e> .の 環3菟 整 備 ⑳r三 環 と し て 、地 「国 の

量壱X、 な)る よ う な シまr的ノV■護 誉、〕度 ,ヒ 〈に て の た め の こ交 うま

『的 措 置 の
1検 討)て.着 手 す べ き て あ る 。
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'ク　 国 際 的 展 開 ⑳ 推 進 　 　・

(ノ)　悟『題 の背 景 　　　 　　.・

　 　 資 源 制 約 の高 ま り.貿 易庫 壕 の 頻 発,多 極 花 サ る

　 宮際 関・債 な と〔一 層 複 姓 さ き増 す世 理 に あ つ て 、 こ う

　 した詫 間 題 を解 決 し、 済 成 安 定 と繁 柴 杉 ぱガ つ て

　 いく 夫 めに は、 せ 界 金棒 φ バ ラ ンス の と乳 た 情 報 イ巳

　 が 不 要「欠 て あ ゐ ヒ考 え 夢れ ゐ 。

　 　 しガ し なバ ら、 銀 波 をみ る と 、 先 遣 諸 固 周 たお い

エ ビ 唐 鞍 化 の発 穫 段階}枝 ち ま ち 乙 あ 元 また、

　 ・発展 丘 上 国 老先 進 国 との 肩 報 化 清 楚 已.大き い 。

　 〕相 互・依存 が'高 ま り つ フ あ る近.江 の 固'際社 ・会 に あつ

　 て ぱ 　・世 界 生 体 φバ ラ ン ス ∂〉ど れ た情 報化 が⊂ 暑 夏

劇 ・な つ て お り、 梼 報 イヒ、てフ 、・て 先 進 的 地 位 き保 っ

て粍 あバ 勘 案 すぺ き 校 訓 ま ⇔ め て 共 。 と

　 い え 上 ラ.

◎ 現 　 　…決'

　 　現 状 に お し、で も∴ あ ろ分 野1こ 扮 、、て は タて に 国際
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　 句 展 扉1が 違 ん 乏 きZい る.

　 　 先 遣 固 とφ 閑)ご お い て 合 弁 事 業 が ぞ「「わ 才し、 わ.が'固

　 て「詞・発 さ れ た 技 術 ダ 妻 衣 さ れ る梱 も 出 て き だ 。

　 　 まf=、o疋 ノソ誓 約)て 娃 づ 壱 ・わ が 命 バ コ ソ ヒ。=L－

　 タ が ・供 給 さ れ る こ と 彰 多 く な つ て ・き た 。

'　 ・発 展 途 上 国 とφ 商 で は.コ ン ピュ ー タ 導 入 に あ た

　 　 つて の 資 在 否 て の協 力 や研 イ陵 主 の受 入 ・専 門 家 の 派

　 遣 な どの 激 育 面 で の沸 九 つ と② 東嶺 が 出 て き て"碗

　 　 　 しガ レ ながら 、 こ れ 膓 の 現 象 ぱ な あ・部 分 約,散 発

　 約'て あ ・り、 世 界 φ'盾 報 兆)こ ヌ才 ヲ る わ が 薗 砂役 割 、て 蘭

　 　し,　 高 ま りフ つ あ る期 待)こ 十項トこ た え 乏 い る 主 の ヒ

　 1よい い が'た ＼、'　 　 '　　 　 　 　　 　 　 "

　 　 今 後)よ ご 多 濠 な こ 一 ス'・て 対 茄 し て 多 面 的 力・ラ 総 合

　 助 力 国 際 鈎 展 駆 、劫 フ 亡 し、〈 こ とカ・・暗 乏考 訂

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 れ る 。　 ・　 　 '　 　 　 　 　 　 　 　 ・'

し3ノ　・今後 の)-fff{,

　 　 以 よ の認 識 に 基 づ ・、て 、今 後 の 国陵 幻 後 顧 の方 面

　 をせ 界 の靖 報 化 へ り'積極 的 寄 与 ・先kta　 yの 協 調 体
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～

制 の推 進,発 移途 上違1こ 対 」 る・}看報化 協 力 の推 進 の

3つ め嫡 に ぶ'}ナて検 討 す る 。

　σ)　 世 〕葬 のノ}貴報 イヒ へ の麹 …的 寄 与

　 　⑦ 国 際匂 え ッ ト ワ ー ク整 備 へ の対 応

　 　 　 　 債 報 は 今 やヌ 察 資 源 、 侮 ヌ量〉 な ら『び 経 済 社

　 　 　 会 活動 差 ま え ろ 重要 な資 源 と して認 識 当れ つ

　　　 つ 肪 が 、 こ抑 と辞 、・各 国 の有 す 引 轍

　 　 　 貰 涙 をメ目互 ・ 多 角 的 に乏・〕潮 づ ろ こ 〉 老 可能 と

　 　 　 す ろ国際 債 報 ネ ゥ}一 ワ ーク ク形 姦 が 〕要請 さ れ

　 　 　 て 、、ろ 。

　 　 　 　 8・ 匂 いO▲ 本 格 的 な 詞深 浦 報 ネッ〉 ワ

　 　 　 ーク形 淑 の爵柑 を 迎 え ろ こ とが 予類 され るメ・・r

,　 わ 力綱 と して)ま、 套 国 の動 向.実 貫 主 寸分 に

　 　 　 把 撞づ る ど と もに,国 際 間 乙伝 送 ・蓄 鎮 ・利垣

　 　 、　 され る薦 報)て っ 、)ての 国 内 外 の法 制 庭 上 の 閲

　 　 　 遷.テ ㌧ タ の越 境 」流 出〉＼の 問題 など を 斗　分波

　 　 　 討 ・,,対 茄 £諏 ら な 、、よ ラ 準備 を整 之て お く

　 　 　 心 落 が1あ ゐ 。
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◎ 国際 デ ー ク ペー ス の整 備

　 　 わ が"国 の 項 プ3眉 根 を デ㌧'タ ベ・一ス化 し、

　 こ継 国際 的 に提 供 ダろ こ と ・土.ス 頚 の叡 智

　 篭 高 め る と し・う 観 点 力・ろ き わ 診て 重 要 ζ あ ろ

　 また 、整 備 ざ れ た 固際 テ㌧ タ ベ ース は'国際 的

　 に通用liiる わ が'菌 惨L有 の 積 執i資源 とみ ろ こ と

　 が でき、 バ ーゲ ニ ソ グ ハσワ ーの確 保 、積穀 断

　 絶 対 築 上 ちわ ～ら て有 効 で あ リ、 そ の造 築 右績

　 極 的 に ぱ ガ っ て い 〈 鎚 要 が あ ゐ 。

◎ 多 国 国 盲 豫 協 力 へ の積 極 的 許 与

　 　 02CDの 工ec}〉 　(楮 報 ・ 電 算 識 ・通 イ言

　 政 策 作 業 郵 信 ♪ ㊦ec工TT(国 際 電 信 電 話 法

　 開 宴 遍 会 ♪ ・エ30C国 際 潔 薯 化 巌 楢)な ど4)

　 場 を 活 用 し 、 情 報 イヒ施 凌 γこガ ガ る 固 練 的 な 政

　 ※ 調 整 ㊦ 薗 檬 繰 浮 花 な どrLっ 、・て 積 極6勺}(.提

　 言 を二桁 っ て.い く が 要 が'あ る.　 こ丸 ら の祐 業 、

　 会 議 に わ が 国 ボ ウー ダ シ ジ プ をXつ'Zい ぐ こ

　 と ば 「経 読 大 国」と じ 之 の 責 務 とQラ)czゼ ま

　 ら ダ わ が 国 の意 向 の:須 透 釣 友 映 に 逼 、す る と

・"44　 －
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主L、 え 　 績)極 ・・的 な 対)応 が 必 要 て あ 、る ・

〈R)先 遠 国 と の 協醐 本tsit]φオ庄違

　⑦ 　 壱主 枝 祈 開 発

　 　 　 80年 イ℃)ま、 欧 米 方 あ ク技 街 移 転 を麹 得 す ろ

　 　 ば か ジ で・は な 〈 、 わ が 團 自 身が 率 先 し之 先端 禽.

　 　 革 新 的 技 衡 開 発 課 遁 に遍 リ組 む こ とが 基 本 的 に

　 　 豊田 で あ る.　 　 　 　 ・

　 　 　 また 　iわが 国 が ヲ ぐ力 た横 根 、織1器 ・シ ス テ

　 　 ム な ど をせ 豹 こ完 芝鋤 汲 給 して 、・く こ 乙 も 固

　 '際 的 責顧ミφ.一形 態 と い え る ⑳み な らす 、 × 一 ゲ

　 　 ニ シグ パ ワ_を も っ魅 力 あ る協 力 右 と して わ が ・

　 　 国 ヵ・箇陵 飽1て 評価 さ れ ろ こ と)て も な ろ 。

　 ◎ 　 技 術 麦 流 の篭 違 　 　 　 　 　 　 　 　 　 "

　 　 　 わ が 国 の横 報 関 連.枝 衛 が 分 野 に止 フ て は 、 せ

　 　 界 の 〉 ツ フ。レベ ル に 近 、、も の、も あP.　 諸 外 国 り

　 ・関 ノ"・も 強 、、 こ ＼ メ・ら　 積 極 的 にλ勇報 交 換 、 メ、ガ

　 　 女 流 な ど を は ガ つ エ 心 く 輿 累 が あ る 。 ヒ<)こ 差

　 　礎 的研 究 の領 域 に劇 ナる 国原 的 な積 報 の支 流 ・

・一 一4子
.一



　 kSk・x－流)s.)有 鷲 鵬 麹 挺 〕・主た らL.

　 か っ、.企 業 化 穀 階 に遠 い こ と ガ ら地 味 なが ら も

　 辻車気的 駒 組み やす し・分 野 で あ る と い え 、 この介

　'野 を手 感 じ め1こ 専 門 ぶ 研 究 着 の派 遣,受)＼.

　 債 報 の収 集'提 供 な ど を行 う体 制 を 整 備 して 、・

　 <こ と が 効 果 的 で あ ろ う。

③ 博 豫 共 圃開 発 へ の対 応

　 　 靖 報 関 連 妓 街 φ開 発 の 江力・)で,よ、一 国 の負 担

　 を ヒ え 、 巨文 化 ・複 惣 ヒ ヲ う も の の 出現 も子恕

　 き れ 、海 外 メ、財 の登 用 、'海外 、研 究職 蘭 の 活 用 な

.ご を 傷 め 、 勃 栗的 な 図 解 共 同 開発 の あ ツ方 お よ

　 伏 字の体 悌)]にお"て 検 討 を行 ら)必要 がごあ る 。

○ 産 業 協 力 の 狂 逸

　 　 また 、 わ が 国 の槙 報 産 業 は.瀦 タ掴 と相 互瀦

　 完 的 な顕在 を も っ な ご 、国 際 協 調 を 念 頭 に置 き

　 つ つ 、適 豫 約 展 開 を)ま・カ＼つ て 、、<べ き時代 を迎

　 え つつ あ ゐ 。

　 　 こ の た め 、岐衛 支流,賓 ネま 流 な と・を は ガ リ,

　 開 痴 主 要 姦 党 φ多 瑳 な分 野 で の 国際 産 業 協

一%一
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　 カ を推 直 す ろ)〕ム要 が あ り、 例 え ば 政 策 金 融 の 活

∵ 用 な とづこ よ る誘 導 を は ガ つ て 一・く こ と 主波 罰 す

　 一＼'き て・あ ろ う.

　 　 な 占、、1海 タト資 本 違 鎚 を け ヵ・る に あ た つ て 、ま

　 現 量也 て の 雇 用 轟 会 の釦 鉱 、 産 業,経 済 ¢・活 性 化

　 乞Vuっ た 期nyl　)cヒ た え　 閲 迦,註 な べ の積 羽括 目☆

　 貢 蔽 とる 瀕 φ確 保 を 冶 ガ つ て び く こ ＼ が 蓮 歩 的

　 に 重 落 乙 あ る 。

　　 ③ 　発 展塗 上'国 に対 ヲ る備 報 化 協 力⑳ 推 違

　　 　 ○ 溺 の着 叛 　 　 　 一 　　 一'

　　 　 　　 発 展 遠 上 国 の場 な 、痛 報化 推進 の祖 、呼 たる'

　　 　 　 楯報 関 連 岐 宿 着 な ど り着 戴 が 珪 素自勺に 重 事 て あ

　　 　 　 る。　このた め 、発 雇 途 上'国カーらφ研 イ写生 θ)i多e♪＼

　　 　 　 現地 で の訓 練 セ ン タ ーの 殿主 、導 予¶技研 宥 ⑳派

　　 　 　 這 など の敷 育 関係 の)酬 鑓 備 ヲ ろ と と も)(:

　　 　 　 現 地 直な λヒ妓衛 の.×飾 売 を^実施 プゐ 召ぞ 　発

㌔　 1灘 迦 銅1
・ よ る 積 報 イ雌 並 の':・…ik;テソ シヤ ・レ

　 　 　 　 を 高 め 乏 い く 泓 婁・が あ る 。
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② 　 社 会 基 盤 の整備,.. .　 　 .

　 　 ,発 展 丞 上田 に.おt)て 主s今 後 社 禽 福 祉 向 上 が

　 経 済 発 穫 、・⇔ ぶ チ ーズ 鳳 ・う も の ∠ 見 込 ま 力

　 ろ 。 とぷ に 医 療i,教 育,そ の巫 社 会 生活 面 て の

　 諾 離 面 こ対 し,iン ピュ∵ タ テ クノ'・pジ ー 矯 蜘

　 ヲ る こ とに よ り そ の解 決 を 、⇔ つた 社 会 シス テ

　 ム の導 入 ぱ 発 展 重 土 固 に お)す る都 市 開発 め 南

　 滑 な 渓施 、)辱～主,女 イヒの 向 上・な〉 ド 已大 きく 逼

　 献 ず る と 兎 込 まれ 、 わ が 閏 が 実 施 レ た社 会 シズ

　 テム の頂 殉 裸 、経 肢 を活 疏 、経 済 齢 の 一

　 環 ヒ して積 極 的}て 協 力 して二いく こ とが 考 え ら れ

　 よ う。、　 　 　 　 　 .　　 　 　 ・ ・　 '

◎ 鋤 也蹴 鞠 処 理 シス テ ム の 開 発'

　 　 、わ が'自.の右 づ ろ,匂)承吾 潴 報 処 理 ヲま衛 開発 の 径

　 験 を い ボ し ㍉ 発 展 違 よ 田 の実 靖 にン≧ つた 楕 報 処

　 理 を可能>sる 特 殊 言語 処 理 波折 開 発1こ 関 づ る

　 協 力 を行 う こ とに よリ、 発 展 遠 よ 固 の靖 報 イヒの

　 促 進 をは か つ ぞ.い く こ と 主 竣 訂 す る 随 薯 が あ る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o
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② 情 報 化 協 力梼 剃 の 整 備 　 　 ・

　 　 政 商 ベ ー スr.よ る こ貢 金 面 、技 術 面 で の清 朝 化

　 協 力の 苑 ※ 、1強化 をは か ろ 一 芳 　例 え ば(社)

　 ロ序 電 子 エ 業 振 興 協 会 に 設 ∀ ら丸 で 、、ろ海 外 ・}青

　 報 化 協 力推 進 丑 砧 の拡 充'強 化 を は ガ リ、 楕 報.

　 化 協 力/ζガ の磁 係 、,研修 注 の受 λ 、共 同研 究 の

　 実施,コ ン サ ル テ ィ ン グ の実 施 な と・の ため の体

　 制 澄,備 を は ガ ゐ 必 要 が あ る 。
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